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緒 言

ビニロンは単独でも織物･編物として用いられる

が,羊毛と混紡若くは現職して用いられる場合が非常

に多い｡然しながらビニロンの染色性は羊毛と異り,

羊毛に対する染着性の大なる直接,酸性､塩基性其他の

染料に対する染着常軌ま充分でなく･､然も堅牢匿が劣つ

ている｡染色温度を1000C近くに高めれば染着性を増

すが､ビニロンは著しく収縮を起しそ良くない｡文予

め石炭酸の水溶液で処理する等の方法に依ってビニロ

ンを膨潤せしめれぼ,染着性は相当向上するl)が,そ

れでも猶染色物の堅牢皮は良くない｡

羊毛はアルカ.)に対する抵抗性が少いので,アルカ

l)を用いるナフトール染色は好ましくないが,低温皮

の処理で染色出来然も堅牢色を得ることが出来るの

でヽナフトール染料を用いてのビニロン･羊毛の混ラ防

･漏枝物の同色染の可節性に裁てしらべた｡

羊毛をアルカリ溶液中に浸潰すると､或樫定収縮す

ると共に強箆が減退するが､苛性ソーダを用いた場合

でも･､その濃匿が0.5 %以下で浸漬温皮焼き時は強皮

の減退は僅少である邑)従って実験に当っては､苛性ソ

ーダの使用量は其濃匿0.5%以下に保ち､叉成可く浸

溝温箆を下げ且浸潰時間を少くして､羊毛の強直の低

下を極力防ぐことに留意した｡

実験及考療

1.試 料

実験に使摺したビニロンは倉敷レーヨン社襲､平均

裁定3dのもので･､精練､乾燥して使用した｡そのアセ

タール化匿は32.7であったo借ビニロンの染色性を向

上させる為､石炭酸水溶液の深夜5%のものに室温

(200C)で30分間浸漬して膨潤させたものも使用し

た｡

羊毛としては市販の純毛モス地を精練-､乾燥したも

のを用いた｡其の平均蔵匿はビニロンと略々同じであ

った｡

2.使用 染料

実験に使用したナフトール染料は主としてⅣapll-

thoI ASであったが､其他 AS-I), AS-BR･, ASIGli･,

AS-SG, ASISW をも用いた｡夢色剤としては特に

Scarlet Base NSP及Scarlet salt 3GLを使用した.

ナフトール溶液はナフト-ルをその1/5量に相当す

る苛性ソーダを用いて加熱溶解して使用し､国包割と

して､ Scarlet Base NSPほその2gを濃塩酸2.4cc.

に溶解し､之に亜硝酸ソーダ1gを加えてヂアブ化

し､全容11として之に酷酸ソーダ9gを加えたもの

を･､文Scarlet Salt 3GLはその33gを水に溶解して

全容11となし,之に食塩90gを加えたものを俵田し

た｡

3.壬柔作方法

a)各種濃直のナフト-ル溶液を200c-600cの範
囲で･､夫々所定の温定に保ち､之に試料を入れて30分

間浸潰して放出し､ 100%に絞って上記夢色液中に浸

漬して充分発色させ.､温水洗の後ソ-ビングしてナフ

トールを洗い落し､乾燥した後にロビボンド･チソト

メーターを用いて其色濃箆を比較した.

b)ナフト-ルとべ←スとを同浴にて合成繊維を染

色する所謂酢酸人絹染法3)に依って染色したoその環
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作は学報第4号の｢ナフトール染料に依るビニロンの

染色に託て｣の実験その2と同様にLて行ったo

4.考 察

無処理ビニロン･､石炭酸処理ビニロン並に羊毛を用

い､ a)の方深に依って同一条件で染色試験した結果､

1 2 3 4 5 6 7 8 9(g-/i)
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第1図

図の如くビニロン､羊毛共に､ Naphrho.1 AS の濃

箆が増すとともに染着皮は帝大するが､啓液11申

の量5-7g硬変で最大となり･,それ以上ではナフ

トールの漂皮が増しても､染着匿の増加は大して認め

られない｡文ビニロン-,羊毛共にナフトール搭液への

浸漕温定の高い程染着熟ま増加する｡然し温度をあま

り上げることは羊毛の強皮を減退するので避けなけれ

ばならない. ≠熱処理ビニロンの染着皮は低いが､石炭

酸処理ビニロン及羊毛はAS の量4-5g 以上に於

て染着箆良く･､石炭酸処理ビニロンの方が羊毛より稗

優っている｡之はビニンの石炭酸処理に於で､ 50/o濃

皮の石炭酸水搭波を用いて30分間処理したが､其石

炭酸の深夜を下げ或は処理時間を短縮する等,繊維の

膨潤皮を適当に調節することにより､羊毛の染着箆と

一致させる事が出来るわけである｡

図の如き数値を得た｡第一図はNaphthoI AS搭液に

下漬し､ F3carlet b王ISe NSP で顔色のたものであり､

第二図はScarlet salt 3Gl｣で国包したものである｡

染着皮は濃皮指数で表わLた｡之はロビボンド･テン

トメ-メ-の色フィルタ-の読みの合計である｡
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第 2 図

玄に注意すべきはナフト←ル染色を行ったビニロン

と羊毛とは,その色調に差違を生ずることである｡一

段に羊毛の色調はビニロンの色調より黄色味が多い｡

ナフト←ルにAS･BR, AS-GR･, AS-SG等を用い､上

記のASの場合と同様に染色試験を行ったが,両絃

推の色調に相当大なる差違が認められ,之等は同色染

の目的に合しないと思はれる｡然しAS, ASIT)等で

はその差違少く､肉甘艮ではあまり目立たない｡従って

ビニロン､羊毛の混ラ防,混織物の同&L,,;染を行うには､

両戯維の色調にあまり差違を与えないナフトールを用

うる必要があると考えられる｡

b)の方法で染色試験の結果は,羊毛に対する染ラ告

箆極めて悪く,浸漬温髭を高めても羊毛を汚染する程

乾で,同色染に対して問題にならない｡



結 冨

t='ニロンは羊毛と混紡･混織されて用いられること

が多いので､低温皮処理に依って堅牢色を得る目的

で､ナフト←ル染料を用いて両級椎の同色染について

実験を行ったが,或礎箆その可能性を認めることが出

来た｡但それには両戟維の色調に差違を与えないナフ

ト←ルを選び,ビニロンは予め適当な方法に依ってそ
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の染着変を増進させて置かねばならない｡文羊毛の強

皮低下を防ぐことに充分注意することが必要で､その

為保護剤を用うるとしても･,染色温度をあまり上げる

ことが田来ないので､濃厚色を望むことは困類であろ

う｡ナフトール染色で羊毛の色調に黄色嫌が多くなる

原因に就ては明にすることが出来なかったが､今後此

点についてもLらべて見直いと考えている｡
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